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句曲洞天 四世紀上清道教の度災の府

趙 益

はじめに

「洞天」は道教の重要な理論の一つとして、 これまで比較的詳細に研究され

てきた。 歴史的に見れば、 洞天理論の形成に大きく貢献したのは、 東晋末の上

清道教である。 この点は、 研究者間の共通認識となっている。 エドワ ード•H ・

シェーファ ー(Edward H. Schafer)氏や三浦國雄氏、イザベル ・ロビネ(Isabelle

Robinet)氏らは、 上清系の洞天説を分析することにより、 洞天研究に先鞭を

つけた。 またフランシスクス ・ ヴェルエレン(Franciscus Verellen)氏も、「洞

天の概念は、 茅山に起源するものでなかったとしても、 少なくとも茅山の伝統

のなかで大きな発展を遂げた」 と述べている ＊ じしかし、 道教史研究者が「洞

天」について考察する場合、 依然として、 杜光庭の整理した「洞天福地説」 に

もとづき、 わりと長いスパンで議論を展開する傾向にある。 それゆえ、 初期の

「洞天」、 とくに上清系が「洞天説」を構想した具体的な状況や、 その歴史的な

特殊性に関しては、 まだ検討の余地が残っている。 実際、 上清系は早くも四世

紀には、既存の観念を継承しながら、 かつ自身の教義による新味を加えながら、

宗教的な意味での「洞天説」を作ろうとしていた。 そこには、「洞天説」 の発

展段階における極めて重要な特徴が現れている。

1．上清道教の「洞天説」の成立時期

上清系の洞天理論は、 主に 『真諧』巻十一「稽神枢第一」に記されている。

その第一条 ＊
2 には、「およそこれ以下の紫書の大字は、 いずれも『茅三君伝』

に書いてある」 ＊
3 という陶弘景の注記が見えるが、 この注記およびそれ以下の

本文の記述によると、『真諧』巻十一の「旬曲洞天」に関する記述の大部分は、『茅

三君伝』に由来する、 ということがわかる。 この点については、 道教史研究者

の間で異論はない。 三浦國雄氏は、『茅三君伝』の大部分は、『真諧』の洞天に

関する記述の種本になった可能性があると主張しており ＊
4、またロビネ氏らも、

原本 『茅三君伝』は「洞天」に関する最も古い記録だと考えている。 いずれも

妥当な見解である。

ただ、『茅三君伝』の問題はやや複雑である ＊＼『隋書』経籍志には「太玄

真人東郷司命茅君内伝」、『旧唐書』経籍志には「茅君内伝」、『新唐書』芸文志

には「茅三君内伝」、『宋史』芸文志には「三茅君内伝」という書名がそれぞれ

見え、『雲笈七鍛』には三茅君のうち主に茅盈の事跡を記した「太元真君東岳



上卿司命真君伝」が載せられている。 これらはいずれも李遵撰となっているが
＊叉この点については、『真諧』巻八の陶注に 「李中候、 名は遵。 すなわち『茅

三君伝』の撰者 である」“ とあるのと符合する。 ただ、 以上の書名にはばら

つきがあり、 『真諧』に見える書名と完全には一致しない。 『真諧』巻十ーに、 「わ

しは伝紀を持っているが、 そのことを詳しく記載している。 ゆくゆく示すこと

になろう」＊
8 という定録君（ 茅固、 中茅君）のお告げがあり、 そこに陶弘景が「「 わ

しは伝紀を持っている」というのは、 つまり『茅三君伝』のこと である」 ＊， と

注記している。 このことから、 古本 『茅三君伝』は、 三茅君それぞれの伝記を

まとめたものだったことがわかる。 しかし、 それは後にかなりの部分が散逸し、

題名にも混乱が生じた。 ただいずれにせよ、 古本 『茅三君伝』に 「洞天説」が

載っており、 それが 『真詰』と陶弘景が依拠した資料だという点について疑問

の余地はない。

ここ で重要なことは、 『真諧』が構想し陶弘景が確立した上清系の歴史観 では、

『茅三君伝』は大茅君茅盈の弟子あるいは属官の中候仙人李遵によって撰述さ

れ、 定録真君の茅固によって許謡に降授された、 と考えられていた、 というこ

と である。『真諧』巻十一の 「わしは伝紀を持っているが、 そのことを詳しく

記載している。 ゆくゆく示すことになろう」という部分には、 次のような陶注

が付されている。

定録君が授けて書きとらせ、 こっそり許侯に示させたの である。 ……「わ

しは伝紀を持っている」というのは、 つまり 『茅三君伝』 のこと である。

許長史の甲子の年（ 興寧二年、 三六四） の書に「ついに伝紀を見た」とあ

注6·.『雲笈七鍛』 巻
ー百四所収『 太元真君東岳
上卿司命真君伝』には「弟

子中候仙人李道子安林撰」
とあるが 、ここ の「道」は

「遵」 の誤りだろう。

注7...『真詰』巻八2a 「李
中候名 遵、 即撰茅二君博
者。」

注8・・・『真詰』巻十一 4a「 吾
有偲紀、 具載其事、 行嘗相
示。」

注9・・・ 『真詰』巻十一4b「吾
有偲紀者 、 即是三茅偲也。」

ることから考えると、 この書を口授されたのはあるいは癸亥の年（ 興寧元 注10···『真詰』巻十 一 4a

年、 三六三）のことなの であろう。 ＊
IO

~b「定録君受作、密令（爾）

ここから、 上清系の内部 では、 『茅三君伝』などの宗教史伝は、 比較的早く

に出現した公式的な宗教文献の一つ であり、 その成立時期は遅くとも茅山の神

降ろしと同時期だった、 ということがわかる。 茅山の神降ろしは、 興寧三年

(365)頃にはじまったが、 陶弘景は、 『茅三君伝』は遅くとも癸亥の年には 世

に出ていた、 と考えている。 この癸亥の年は、 興寧元年(363) である。 『茅

三君伝』がさらに古い茅山の伝説をつなぎ合わせて できたものだとすると、 上

清の洞天説の雛形は、 遅くとも四 世紀前半には現れていたということになる。

ところ で 「洞」の観念そのものは、 原始的なメタファ ーとして、 古代から中

国に存在していた。 西晋と東晋の変わり目になると、 そのメタファ ーに含まれ

るあらゆる意味は深化され、 具体的に表現されるようになった。 その主な意味

としては、 「仙館や神託の府、 あるいは仙館や神託の府への道」が挙げられるが、

〔示〕許侯。……吾有偉紀者、
即是三茅偲也。 按長史甲子
年書云未見博記、 則口受此
書時、或在癸亥年中也。」『真
詰』中華書局、 趙益点校、
2011年、193頁。

三浦氏が結論づけているように、 そのモチーフは緯書や初期の霊宝経、 文人の 注II•••三浦前掲論文。
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注12… 代表的な ものと し
ては、 シェ ー ファ ー氏の研
究が挙げられる。Edward
H. Schafer, "Mao Shan in 
T'ang Times", Society for 
the Study of Chinese Religions 
Monograph, No. 1, Boulder, 
Colorado, 1989. 

注13···『正統道蔵』本『真
諾』には「肺」に作るが 、
陶注の「 水至則浮」と いう
文の意味によれば、 これは

「 肺」 に作るのが 正し いの
だろう。「肺」 と「肺」 は
形が似て いて混同しやす
し‘o

注14・・・ 『真詰』 巻十一la
「其地肥良、 故曰脅映、 水
至則浮、 故曰地肺。」

注15 … 同前5b 「養員之福
境、 成神之盛墟。 」

注16·同前2a「 兵水不能
加、 災痰所不犯。」

注17 … 同前「可以度世、

上昇曲城。」

注18·••地肺の説は、 由来
の古 いものであるかもしれ
な い。『金楼子』志怪に「地
肺、荊州清門西岸安般慮也。
洪凍常浮不没、 故云地肺也」
とあり、漢の辛氏『三秦記』
に 「太一在耀山西、 去長安
二百里、 山之秀者也。 ••••••
其状似仙人山 、 一名地肺、

可避洪水」 とある。

注19···『真詰』巻十ー2a
「其 間有金 陵 之 地、 地方

三十七八頃、 是金陵之地肺
也。 士良而井水甜美、 居其
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志怪小説、詩賦のなかにすべて存在していた ＊II 。 たとえば、『桃花源記』 など

の文学作品がその典型である。 上清系は、茅山土着の伝説を基礎に、比較的体

系化された洞天理論を形成したのだが、これは古い観念が発展し成熟した必然

の結果である。 このように、初期の識緯書や古霊宝経、茅山の伝説、上清系の

直接の淵源という角度から見ても、さきほど述べた上清道教の 「洞天」理論の

形成時期に関する結論を裏づけることができる。

四世紀中頃は、依然として典型的な乱世 であり、「末世論（ eschatology)」

の思想が盛んになった時代でもある。 解脱を目指す外来宗教仏教に対する理解

が深まってゆき、また 「太平の 世」を熱望する土着のさまざまな救 世運動があ

ちこち で起こった。 上清系が「洞天説」を作り出したのは、このような時代背

景と密接に関係している。

2．聖地茅山の特質とその形成要因

「 旬曲洞天」の成立は、茅山が宗教聖地となったことと深く関係している。

宗教聖地とは、実質的には、世俗の修道地が神聖化されたものにほかならない。

一般に、宗教の啓示録では、修道地に関する啓示がその重要な内容となってい

る。 『真詰』の啓示では、茅山が神聖化されているのだが、これはまさに宗教

の論理に適ったことだと言える。 現在、聖地茅山に関する研究は、比較的詳細

に行われているが ＊12、 その特質と形成要因については、まだ 十分に検討され

ていない。

聖地茅山の最も重要な場所は、『真詰』によって構想された「金陵の地」である。

この 「金陵」は 「洞虚の膏映、旬曲の地肺」＊
13 と呼ばれる場所であり、「株陵

の金陵」すなわち現実の金陵を指すのではない。 陶弘景は 「金陵の地」につい

て、「その士地は肥沃であるから脅映といい、 水が押し寄せれば浮き上がるの

で地肺という」 ＊14 と述べている。 また、その性質としては、「真を養うための

福地、神仙成就のための神霊の里」＊
15、「戦乱や水害が及ぶこともなく、災害

や疫病が犯すこともない」 ＊
16、「登仙して曲城へと上昇することができる」＊

17

ということが挙げられている ＊1
8。 「金陵」の具体的なようすは、『真詰』本文

に「 旬曲山はその山間に金陵の地がある。 その地は三十七、八頃四方であって、

これが金陵の地肺である。 地味はすぐれて井戸水は甘美であり 、その地に住め

ば必ず登仙して太平聖君にお目にかかることができる」 ＊
19、「金陵の土は北祁

山ならびに北谷関の土と同様に墜くしまっていて穀物に適している。 そのあた

りに井戸を掘れば、長安城鳳門外の井戸水の味とそっくり だ。 清澄な泉源が人

知れずさざ波を立てて流れ、奥深い泉水によってじわじわと潤されているから

である。 水の色は白っぽい。 まった＜仙道を学ばなくても、その土地に住まい、

その水を飲めば、やはり 人を長寿にさせる。 黄金のみずみずしい沌液によって



すすがれているから であろうか」＊20、 「『名山内経福地誌』 に、 「伏龍の地は柳

谷の西、 金壇の右にあり、 高潔な隠棲暮らしにふさわしい」とある。 これこそ

金陵の福地なの である」 ＊21 とある。 金陵の福地は、 聖人の足跡と伝説上の宝

物で彩られており、 その一つひとつの足跡、 一つひとつ宝物に豊かな象徴的意

味があり、神々の啓示に裏づけられている。 茅山が上清道教の宗教聖地となり、

「金陵」と「金壇」がその象徴的な場所とされるようになった背景には、 総じ

て言えば、 山岳崇拝から発展してきた道教の仙山観念があるのだが、 茅山自体

が持つ特殊な自然的、 歴史的要因もまた見逃すことは できない。

なか でも、 最も重要なのは、 言うま でもなく、 茅山周辺にあった固有の民間

宗教の雰囲気 である。『雲笈七鍛』所収の『茅君伝』 すなわち『太元真人東岳

上卿司命真君伝』は宗教内伝 であり、 その内容はすべて事実として信じるわけ

にはいかないが、 そこから透けて見えるわずかな歴史的情報は、 やはり重視さ

れるべきである。『茅君伝』に登場する 「三茅兄弟」の原型は 実在したはず で

ある。 彼らは当初、 関中の華山、 恒山（常山） 一帯を中心に活動していたが、

伝中に描かれた茅盈の修行遍歴から見れば、 彼は南 方の旬曲山に来て修行した

可能性が高く、 続いて二人の弟もその地に向かったものと考えられる。 現在の

南京から丹陽、 無錫に至る一帯は、 いち早く華北から南下した移民の主な居住

地の一つだった。 三茅兄弟の伝説は、 実際のところ、 南北の文化融合によって

生み出されたものとも言える。 また、 当然のことながら、 旬曲山と三茅兄弟と

の結びつきは、 以上のような歴史的事 実のほかに、 「三位一体」という旬曲山

の特徴的な山並みとも関係があるかもしれない ＊
22。 一般に、 民間信仰のうち

には、 山神信仰が含まれているものだが、 旬曲山は曲がりくねった三つの峰を

持つことから、 その山並みは三人の兄弟神にたとえられるようになった。『太

元真人東岳上卿司命真君伝』に見える当地の父老の歌には、

茅山は金陵に連なり、 江湖拠りて下流す。

三神 白鵠に乗り、 各おの一山頭を治む。

雨を召して旱稲に灌ぎ、 陸田苗も亦た柔らかなり。

妻子咸な保全し、 我れをして百憂無からしむ。

白鵠青天に翔け、 何時復た来たり遊ばん。（『雲笈七鍛』 巻ー百五）

とあり、 『真詰』にも「三茅君はかつておのおの一羽の白鵠に乗り、 この山々

のうち の三つの場所にそれぞれ止まった。 当時の人 で互いにそれを見た者があ

り、 そこ で民謡に歌われた。 そこ でまた白鵠の止まった場所に因ん で旬曲の山

を分け、大茅君、 中茅君、 小茅君の三山とした」＊23とある。 これらはいずれも、

民間の山神崇拝を反映したもの である。 また、 以下の陶弘景注からは、 原始的

な三茅信仰が持っていた民間の淫祠的性質が窺われる。

地、 必得度世見太平。」

注20••同前4a「金陵之土、

似北祁及北谷閣、 土堅買而
宜禾穀、 掘其間作井、 正似
長安鳳門外井水味 、 是清源
幽瀾、洞泉遠油耳。 水色白、
都不學道 、 居其土、飲其水、

亦令人壽考也、 是金津潤液
之所漑耶。」

注2 1···同前4b ~5a 「名

山内経福地誌曰 、 伏龍之地
在柳谷之西、 金壇之右、 可
以高棲。 正金陵之福地也。」

注22 …自然環境の要因に
ついて言えば、李豊榊氏が、
茅山など江南地域に特有の
カルスト地形が、 「 洞」 の
観念に影響を与えた ことを
主張している（李豊榊「六
朝道教洞天説与遊歴仙境
小説」 『 誤入与諦仙：六朝
隋唐道教文学論集』所収 、
台湾学生書局、 1996年）。
この点に関しては、 もちろ

ん疑いはない。 しかし、 問
題があるとすれば、 わずか
に南京から無錫までの 一帯
に限って見ても、 茅山は決
して最も 代表的なカルスト

地形帯ではない、 という こ
とである。 また 一方、 いち
早く「 洞」の伝説を豊かに
育んだ包山は、 茫洋たる太
湖をその背景としている。
以上からわかるように、 現
実の山や湖は 、 もちろん

「洞」 のイメ ー ジの根本母
体であるが、 ただそれだけ
によって宗教的な意義が生
み出される、 というもので
はない。 もし茅山に 、 その

地に固有の神仙 的な雰囲気
が欠けていたなら、 単に自
然要因だけによって代表的
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な宗教聖地となる こ とはで
き なかっただろ う 。つま り 、
自然環境とい う 条件は、 可
能性と し ての要 素であ っ
て、決定的な要素ではない

のである。

注 23・・・ 『真詰』 巻十一 3a
「三君往曾各乗ー白鵠、 各
集山之三虚、時人互有見者、
是以殺於歌謡、 乃復因鵠集
之虚、分旬曲之山為大茅君・
中茅君 ・ 小茅君三山焉。」

注24•• •同前 9b 「按三君初
得道、 乗白鵠在山頭時、 諸
村 邑人互見、兼祈祷蓋瞼。
因共立廟於山東、 被曰白鵠
廟。 毎饗祀之時、或聞言語、
或見白鵠在帳中、或聞伎築
贅、 於是競各供侍。 此廟今
猶在山 東平阿村中、有女子
姓ず為祝。 逮山西諸村、 各
各造廟、 大茅西為呉墟廟、
中茅後山上為述墟廟、 競歳
事鼓舞、 同乎血祀。」

注25・・・ 『史記』「始皇本紀」
「三十六年…•••秋、使者従
閣東夜過華陰平舒道、 有人
持璧遮使者日. . . .••。 使者聞
其故、因忽不見、 置其璧去。
． ． ． ． ． ． （始皇） 使御府視璧、
乃二十八年行渡江所沈璧
也。」訳者注：『史記』 『漢書』
の訳文は以下を参照 した。
小竹文夫／小竹武夫訳 『史
記 （ 1 )』 筑摩書房、 197 1
年。 小竹武夫訳 『漢書 （上
巻）』 筑摩書房、 1977 年。

注26… 『真詰』 巻十一 9a
「如此之時、 皆未有潰、即
是従延陵歩道、 上取句容江
（来） （乗〕 路、 ｛乃過停饗設耳、
非必故詣旬曲。 ……且於時
亦未験此山之蓋奇、祀璧之
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按ずるに、 茅三君は、 初め仙道を体得す ると白い鵠に乗って山頂に現れた。

その時、 村々 の住民たちは、 みんなしてそれを眺め、 同時に霊験を垂れて

いただきますようにと祈 った。 そ こ で共同して山の東に廟を建てて白鵠廟

と呼んだ。 神を猥して祀る 時には、いつも神々の語る 言葉を耳にする 者や、

白い鵠が帳のなかにいる のを見る 者や、楽隊の音楽を耳にす る 者があった。

そ う したことか ら 、 人々はそれぞれ競って神をもてなし奉仕した。 この廟

は、 現在も山の東の平阿村にあり、 引という姓の女性が巫祝を務めている 。

山の西の村々 までが、 それぞれに廟を作 っ た。 大茅山西にあるのを呉墟廟

といい、 中茅山の後ろの山の上にある のを述虚廟とい う 。 ともに歳 ごとに

太鼓や舞で神を祀って、 犠牲を用いた祭祀と択ぶところ がない。 ＊
24

ところで、 秦の始皇帝による 南方巡狩もまた、 聖地茅山の形成を促した要因

の一つである 。 『真詰』巻十ーでは、 中茅君がお告げのなかで良常山の名の由

来を説明している のだが、 その際、 秦の始皇帝による 南方巡狩とのかかわり を

繰り 返し強調している。 なかでも、 始皇帝が始皇三十七年に「丹陽を通っ た」

という話は、 実際に 『史記』秦始皇本紀に載 っ ている こ とから事実だっ たと考

えられる。 一方、 始皇帝が旬 曲の北垂の山に璧を埋めた、 とい う 話は秦始皇本

紀に見えないが、 そこに次のよ う な記述がある 。

三十六年… … 秋、 使者が関東から来 る途 中、 夜に華陰の平舒道を通ったと

ころ、 璧を持 っ た男が使者をとめて、 … … と言 っ た。 使者がわけを問うと、

た ちまち 姿をかくし、 璧だけが残っ ていた。 … … （始皇が） 御府に璧を見

させたところ、 二十八年に行幸して揚子江を渡ったときに沈めた璧であっ

た。 ＊25

この こ とから、 始皇帝が山川を祭祀する 際に玉璧を用いていたことは確かだ

と言える。 この点に関して、 陶弘景は「 こ の時にはまだ運河はなかったのだか

ら、 延陵か ら 陸路を通り 、 旬容、 江乗を目 指し、 途中良常に立ち寄り 駕を止め

て饗寝を設けただけの こ とである 。 必ずしもわざわざ句 曲山に来たわけではな

かった。 … …そのうえ、 当時はまだこの山がす ぐれて霊妙である ことが明らか

にされていなかった。 璧玉を埋めて祀った意図は、 なべて山を望祀する ためで

あった。 だから中茅君は、「 （始皇帝が） 足跡を印した山川では、 どこでも玉璧

で神を祭祀した」 と言っているのである 」 ＊26 と述べている。 こ れはなかなか

現実的な見解であるが、 いずれにせよ、 始皇帝が この山に望んで祭祀を行なっ

たという話は、 彼が金陵 （株陵） で「長江を渡り 、 そ の地 の気を封 じ こ めた」

*27 とい う 話とともに、 この 地に神秘的な雰囲気を与え る重要な出来事だった



の である。 『真詰』の中茅君のお告げには、 始皇帝に続いて、 漢の王芥や光武帝、

漢の明帝が金を贈って茅山の廟を修築させたこ と が述べられている。 これらの

記述は史書には見出せないが、 まったくの事実無根 ではなかろう ＊
28。 なぜなら、

始皇帝巡狩の影聾力は絶大 であり、 漢の皇帝たち の祭祀にま で及ん でいるから

である。 た と えば、 漢の武帝は始皇帝の影響を受けて、 東海の仙山に憧れを抱

くように なった。 一 方、 王葬や後漢の皇帝たち は、 そもそも大々的に祭祀を行

なうこ と を、 みずからの務め と していた。 王非は晩年、 「天地 ・ 六宗以下、 も

ろもろの小鬼神の祠が千七百個所に 達す」 ＊29 と いう規模の祭祀を行なってい

た と いうから、 そのなかに茅山の地 方神も含まれていた可能性は十分にある。

3. 「神託の地」 から 「度災の府」 へ

『真詰』 巻十一の第一条から第五条ま では、 「金陵の地」 に関する啓示 である

が、第六条からは 「旬曲山の洞」 すなわち 「金壇華陽洞天」 に関する記述 である。

大天の中に地中の洞天三十六箇所がある。 その第 八番目が旬曲山の洞天で

あって、 周囲は百五十里、 金壇華陽の天と 呼ばれる。 洞天内の空間は四壁

上下すべて石 である。 上 方の平らな部分は地下にあり、 たったの十三、 四

里 で上方の土地に 出る。 東西は四十五里、 南北は三十五里、 きっちり と 四

角 で平ら である。 その内部の虚空の部分は（ 高い と ころは） 百七十丈の高

さ、 低い ところは百丈の高さ。 韮底部にはやはり原野や丘陵、 塚や堰があ

るが、 上部の蓋の部分は真っ平ら である。 その内部 には陰暉夜光 と 日 精の

根 と があってこの空間内部を照らし、 その明るさは 日 月 に 匹敵する。 陰暉

は夜を支配し、 日 精は昼を支配し、 形は 日 月 のように 円く、 小暗い空間の

中を飛行している。 ＊
30

続く第七条から第九条、 およびその陶注 では、 「華陽洞天」 について、 さら

に踏み込んだ議論が展開される。 また、 第十条以下では、 主に聖地茅山の地形

的特徴が述べられるが、 啓示のなか で と くに 焦点が当てられているのは、 「洞」

に入る「門」のこ と である。 これらの記述から明らかにわかるこ と なのだが、「金

壇華陽の天」 と「金陵の地」 と は決して同一の概念 ではない ＊
31 。 金陵の地 と は、

聖山のなかの肥沃 で美しく、 かつ修道に適した場所 である。 一 方、 華陽洞天 と

は、 大天に存在する 「洞天」 の一つ であり、 旬曲山にいだかれた空洞のこ と で

意者 、 為通是望山 設。所以
中 君 云、所履 山川、 皆祀以
玉璧也。」

注27··· 同前2 b「 過 江 厭
氣。 」

注2 8• •• シェ ー ファー氏は、
こ れ らの 記録は事実では
な いと し て いる (Schafer,
op., cit. , p. 4）。 ただ、 スト
リ ッ ク マ ン氏は、 「茅 山と
いう地名の 由来となったそ

の 主人は 、 最 初期には、 比
較的マイナーな地方神だ っ
たか も し れ な い」と 述べ
て お り、 (M. Stii ckma nn, 
" Tao i sm, Hi sto ry of ",  
Encyclopaed ia Bri tannica, 
Chi ca go ,  1974, Vo l. 17, p. 
10 49）、 シェ ー ファ ー氏 も

その点に は 同意 し て いる。
も し 当時の 茅 山に、 すでに

地方神の 信仰があ ったとす
れば 、 王葬の 時 期の 祭祀系
統に 組み込まれて いた 可能
性があろう。

注29… 『漢書』「郊祀志」 「自
天地六宗 以下至諸小鬼神、
凡千七百所。」

注 30· ··『真詰』巻十一5b
~6b 「 大天之 内有地中 之
洞 天三 十六所 、 其第八是句
曲 山之 洞、 週 廻 ー百 五 十
里、 名 曰金壇華陽之 天。 洞
墟四郭、 上下皆石也。 上平

慮、 在土 下止常十三四里而
出上地耳。 東西四 十五里、
南 北三 十五里、 正方平。 其
内虚空之 虚ー百七十丈、 下
慮ー百丈、 下塘猶有原阜盤
個、 上 蓋正平也。 其内有陰
暉夜光、 日精之 根、 照此空
内、 明競 日 月 英。 陰暉主夜、
日 精主 四、 形如 日 月 之 皿
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飛在玄空之 中。」 『 真詰』 趙
益点校 本、 195 頁。

注 31 …小林正美氏は、 句
曲 山全体を 度災の地だと し
ている（『六朝道 教史研究』 、
四 川人民出版社、2001 年 、
397 頁）。 そ の 考 えは、 全
体と して 見ればと くに 問題
はないが、 ただ 具体 的な宗
教聖地と宗教の「度災の 府」
と いう観念との 区別がおろ
そかに されて いる。

注 32··· 『真諧』巻十九「 真
諾 叙 録」 la 「 揺 貫 山水、
宣叙洞宅。」

注 33•• • 同前「 測興仙位業。」
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三
句 曲 山

句曲山之洞
（金壇華陽之夭）

ある。 前者は一般の宗教聖地 であるが、 後者は聖地に特有の、 かつ特殊な機能

を持った新たな構造 である。 簡単に図示すれば、 以下のようになる。

「旬曲山の洞」 という構造は、 古代の原始的な 「洞」の観念に由来する。 古

代人の考え では、 洞とは、 奥深い山や大海原に秘められた幽府 であ り 、 経験か

らは計 り 知れない神秘の世界だった。 そ こ は必然的に神託や秘宝のあ り かとさ

れるようにな り 、やがてそれが 「洞」 のメタファ ーの碁本的な意味の一つとなっ

た。 こ れは世界中に普遍的な現象 である。 さきほど簡単に述べたように、 「洞」

の観念がどのように発展してきたかは、 中国古代においても明確にたどる こ と

ができるのだが、 その観念は古い信仰にも取 り 込まれていた。 多くの研究者が

指摘して いるように、 こ のような信仰は、 六朝時代の南方の民間伝説や 「霊宝

経」群のなかによく見られる。 上清系は、 こ れらを介 し て 「洞」の観念を吸収

したの である。 上清宗教の 「旬曲洞天」に含まれる基本的な意味として、 まず

間違いなく挙げられるのは、「山中の閉ざされた霊府、洞仙の館」 である。 ただ、

それ以前の 「洞」 の信仰と比べた場合、 上清の 「洞」には明らかな違いが見ら

れる。 その 「洞天」説は、 もはや 「神託の府」 や 「宝の洞窟」ないしは 「俗世

を離れた桃源郷」 と いう表層的な レベルにとどまらず、 それらを碁礎にさらに

高次元の意味を持つようになった。 すなわち、 上清の 「洞」 は 「仙人や真人の

所領」であ り 、 それはある意味、 「洞」が 「逍」 の 世界となった こ と を示して

いる。

『真詰』には、 「三 十六洞天」 や 「第 八番目が旬曲山の洞天である」という言

葉が見られるが、 上清系の成立前後に、 実際に組織化され、 聖数化され、 有機

化された 「三十六洞天」 の体系が誕生していたかどうかは、 判然としない。 た

だ、『真詰』が 「山と川を区分し系統立て、洞天の作 り についてくまなく述べた」



*32 根本 目 的の一つは、 「真人仙人の位と修行について探る」
＊33 ことだったわ

け であるから、 当時、 道教の 「洞天説」 が、 神々を系譜化する枠組みとして用

いられはじめていたとしてもおかしくはなかろう ＊“。 「華陽洞天」に限って言

えば、 全体をつかさどる司命神がいるほか、 内部に設けられた一連の宮府にも

役職があり、しっかりとした秩序が見られる。 上清系が「洞」の観念を取り入れ、

それによってこのような神々のパ ンテ オ ンを作り得たのは、「洞J の意味を 「道」

の 世界にま で昇華させることが できたから である。 また、「洞」の意味がこの

よ うに昇華 し得たのは、 神々 の啓示を尋ね求め、 そ こ か ら 究極的な解決に至る

のが、 そもそも宗教の最終 目的だから である。 仙山やそこにいだかれた空間一

一洞 が、 おのずと 「 道」の空間となったとき ＊35、 ついに 「洞」は南方神

仙道教の其本的な形式概念の一つとなったの である。

ところ で、 「通」も「洞」 の観念に含まれる基本的な意味 であり ＊
36、 「洞」

というメタファ ーの初期内容の一つ である。 「通」と 「洞」との結びつきは、

宗教的な連想に由来するのだが、 それはつまり、 目に見えない山岳の内部、 あ

るいは大地の奥深くに眠る洞窟へと向かって広がってゆく、 というイ メー ジ で

ある。 さきほど述べたよ うに、 「洞」には、 お し なべて未知なる神秘の存在が

示唆されている。 したがって、 一つひとつの 「洞」は、 必然的に有機的な全体

となり ＊
37、 互いに通じ合い、 広大なものとされてゆく。 このような考え方は、

たいへん古くから存在しており、 上清系の 「 洞天説」 のなかにもはっきりと見

て取れる。 たとえば、 『真詰』には、 「もろもろの洞天が互いに通じ、 地下通路

の到るところ、 あれやこれやの道や水源が四方に行き交っている」＊
38 や 「句

曲の洞天は、 東は林屋山に通じ、 北は泰山に通じ、 西は峨媚山に通じ、 南は羅

浮山に通じていて、 いずれも大きな道が通っている。 その間には小道や脇道が

あり、 縦横に入り組ん でいるところも少なくはない」＊
39 などとある。 この よ

うな 「通」の観念も、 「洞」を宗教的に神聖化し、 論理化する重要な要素だっ

たの である。

また、 原始的な 「洞」 のメタファ ーには、 神話的テ ーマもたくさん含まれて

いる。 ヴ ェ ルエ レ ン氏は、 それらを整理して次のように述べている。 「洞天の

概念を通観してみると、 最終的にそれらは、 どれも似通ったものに見えてくる

のだが、あえて三つの神話的テーマに分けることが できる。 ( 1 )妊娠の洞、( 2 )

墓葬の洞、（ 3 )天界の洞」 と。 このうち、（ 1 )の 「妊娠の洞」と( 2 )の 「 墓

葬の洞」 には、 「超越」「過渡」 「再生」 という要素が含まれている ＊
40。 東晋六

朝期に至るま で、 このような原始的な信仰観念が、 民間伝説のなかには比較的

多く残されていたが、 上清系の 「旬曲の洞」は、 それらを単にそのまま継承し

たの ではない。 というのは、 「旬曲洞天」の最も重要かつ特徴的な意義は、 「道

の 世界」 をもとに 「度災の府」 つまり、 洞天に入れば、 災いを避け、 神々

に接することが できる という観念を作り出した点にあるから である。 この

注 34-•• 中 国では 比較的 早
くに 統 ーが成し 遂げ られた
が、 一神教が形成 されるに
は至らず、地域性を背景に
した 多神 信 仰が 保持され

た 。 これは古代中 国に 内在
した 文化の 法則に よるもの

である。 この ような状況下
に おいて 、 古代の神と 鬼の
体系は、 必然 的に 空間や地
理を背景に し て 秩序化され

るように な った。 また 同時
に 、 宇宙の 空間 構造や地理
的な観念も、道 教が神と 鬼

の 体系を作り上げる際の 手
段とな った （葛兆光 『中 国
思想史』 第一巻、 復旦大学
出 版 社、 484-492 頁を 参
照）。

注 35 ・ ・ ・「道 の 空 間」 に
関 し て は、 Kristofer M. 
Schipper, The Taoist Body, 
Berkeley : University of 
California Press, 1993, pp. 

91 -93 を参照。

注 36… 趙益前掲書 21 6 ~
2 17 頁の 議論を 参照。

注 37• • •李豊榊前掲論文96
頁を参照。

注 38··· 『真詰』巻十一 l b
「 衆洞 相通、 陰路所 適、 七
塗九源、 四方 交達。」

注 39• •• 同前7a 「旬曲洞 天、
東通林屋、 北通岱宗、 西通
我媚、 南通羅浮、皆大道也。
其間有小径雑路、 肝阻抄會、

非一虚也。」

注 40•• •イ専飛嵐前掲論文。

句曲洞天 29 



注 41・ ・ ・ 『 真 詰』 巻 十 一
13 a ~ b「 三 月 十 八 日、
十二月 二 日 、 東卿司命 君 是
其 日 上要継 員王君、 太虚慎

人、 東海青童合會於旬曲之
山、 滸看洞 室、 好道 者 欲求
神仙、 宜預齋戒、 待此 日登
山請乞。 篤志心誠者 、三君
自即見之 、 抽引令 前、 授 以
要道、 以入 洞門、 辟兵水之
災、 見太平 聖君。」『 真言告』
趙益点校本、 202頁。

注 42 … 同前5 b「養興之福
境、 成神之 憲 墟。 」

注 43••• 同前「 帯近洞 嘉之
幽門。」

注 44••• 同前「神 員限衛。」

注 45… 同前「三災不干。 」

注 46••• 同前2a 「句金之 壇、
其 間有陵、 兵病不往、 洪 波
不登。」

注 47··· 同前「 句 曲之 山、
金壇之 陵、 可以度世、 上昇
曲城。 」
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観念については、『真詰』 巻十ーに、はっきりと述べられている。

三月 十 八 日 と十二月 二 日 、東卿司命君は、 こ の 日 に総真王君（ 王遠）、太

虚真人（ 赤松子）、東海青童（ 方諸青童君） を天上から迎えて、旬曲の山

で会合し、洞室を見てまわられる。 仙道を好む者 で神仙たらんと志求する

者は、あらかじめ斎戒し、 こ の 日 を待って山に登って請乞するのがよい。

志篤く誠の心を持つ者には、三 君が親しく会って下さり、御前に招き入れ

て要道を授け、 洞門に入らせ、兵水の災を避け、 太平聖君に見えさせて下

さる。 ＊4 1

こ こ に言 う度災の府は、金壇や金陵などの 「福地」とは異なる。 後者は、あ

くま で 「真を養 う ための福地、神仙成就のための神霊の里」＊
42 であり、災い

を避けて聖君に謁見するための場所ではない。 「度災」とい う 点について言えば、

福地に住むだけ では 十分 でなく、必ず 「洞台の小暗き門を側近くにひかえて」

*
4

3 いなければならず、そのよ う にしてはじめて、「神仙真人にがっちり衛らせJ

*
4

4、 「三災が犯さないよ う にさせる」＊45 こ とが できるの である。 当然、 こ の

よ う な構想の背景には、後漢以降に展開した識緯思想の直接的な影響がある。

初期の識緯書は、典型的な預言 (prophecy)の書 であり、「天の啓示(reve lation)」

であるともされていた。 それらは儒者の政治哲学として利用されたばかり でな

く、創唱宗教を成立させる論理の一部にもなった。 『真詰』の本文 では、『河図』

中篇を引用し、「旬金の壇、そ こ には丘陵があり、戦乱や疫病が押し寄せず、

大波も届かない」 ＊
46 と言い、また 『河図内元経』 を引 用し、 「旬曲の山、金壇

の丘陵は、登仙して曲城へと上昇する こ とが できる」 ＊47 と説いているが、 こ

のよ う な言説は、「金陵福地」のイ メー ジのもとになったばかり でなく、上清

系が 「洞天」に 「度災の府」とい う 意義を付与する際の理論的甚礎の一つとなっ

た。 「度災の府」とい う 観念は、上清系が 「洞」 とい う メタファ ーの上に、 「道

の世界」とい う 意味を付け加えた結果生じたものだが、さらに重要なのは、そ

の観念のなかに宗教の論理的発展の軌跡が刻まれている、とい う こ とである。

と こ ろ で、「度災の府」 の背景には 「末 世論」がある。 それは文明の誕生以来、

あらゆる創唱宗教の母体となるものだった。 こ の思想の根本内容は、現代は邪

悪と苦痛に満ち た末 世 であるが、最終的に再生あるいは転 世の救 世主が現れ、

こ の末 世を破壊して太平の王国を開いてくれる、とい う ものである。 漢末から

魏晋南北朝期にかけては、まさに乱 世の時代 であり、民間の創唱宗教、宗教的

な救 世運動 (messianic moveme nt)が相次い で出現した。 こ れら太平を熱望

する革命運動は、楽園を建設し、新たな気運を醸成しよ う とする新時代の 「千

年王国主義」的、「至福千年主義 (mille nnialism)」 的色彩を帯びていた。 霊宝

系は民間宗教としての意味合いが強いー派 であるが、彼らが最初に作った経典



のなかには、 すでにかなり 原始的な劫運観と度世説が現れている。 一方、 上清

系は知識人がその整理に参与した論理的な宗教であるが、 根っ こ の部分では、

やはり 創唱宗教としての性質を有している。 彼らは末世の大災害を前提とする

「壬辰の劫」 とい う 観念を取り入れると同 時に、 救済のための度災の府を創造

しよ う としたのだが、 「旬曲の洞」 こ そがまさにそれなのである。

『真詰』巻十二から 巻十三にかけては、 数々の例証を挙げて、 こ の度災の府

の働 きをさらに詳しく説明している。 洞天は、「天仙」と呼ばれる高位の神仙

や真人からすれば、 単なる任地すなわち仙官の役所に過ぎず、 最終的な到達点

ではないが、 幸いにも桐天に入 る こ とができた者は、「種民」 としての資質を

持つ信徒だとされる ＊48。 洞天に入った者は、 まず「地下主者」 となる。「地下

主者」 にも等級があるが、 いずれも 「東華宮に名を登録され、 上帝の書類に記

入され、 羅鄭宮に隷属せず、 三官の役所から指図を受けない」 ＊4
9。 「地下主者」

は鬼と仙 の 中 間的 存在、 いわゆる 「仙人としての出発点であり」 ＊
50、 一歩ず

つ段階を追って、 最終的に仙位に達する こ とができ る。 華陽洞天の内部には、

易遷館や童初府、 含真台があり 、 それらは「地下主者」 の各等級に応 じ た居場

所となっている。 前世で功徳を積んだ者、 あるいは修行に励んだ者は、 戸解し

て洞天に入るこ とができる。 そして、 ひとたび得道すれば、 多くは仙官として

の職位を授かり 、 天下の洞室宮府をつかさ どる。 以上の場合を除いては、 福地

に居住し、 功徳の量に応 じて、「時折り 洞天のなかに入る」 ＊51 こ とができ るだ

けである。 『真諧』 の こ れらの記述が、実質的に表わしているのは、 「度世」 や 「避

災」とい う 手段を通して、 一歩ずつ天界へ上昇してゆく 、 という テー マである。

以上のよ う に、 上清宗教は中国古代の普遍的な 「洞」の観念をもとに、 知識人

の思想や南方の霊宝派の信仰、 茅山の民間伝説な どさまざまな要素を取り 入れ

た う えに、 さらにみずからの独創性を加味し、 「洞天説」 の典型的なモデルを

作り上げたのである。

なお、 こ の こ とに関連して一つ注 目したい こ とがある。 それは上清系の「洞

天説」 が登場した こ とにより 、 実践に関する彼らの考え 方までもが変化した こ

とである。 すでに多くの研究者が指摘しているよ う に、 民間伝承には、 主人公

が簡単には見つけられないはずの「洞仙の館」 に 「 う っかり 入ってしまい」、

そ こ から一連のス ト ー リ ーが展開してゆく、 とい う パタ ー ンがある ＊52。 こ の

タ イ プの話は、 総 じて人間性をめ ぐる 「ためらい」 と「ジレンマ」に焦点を当

てる こ とにより 、 人類の愚かさを深く憂え る、 とい う テー マを厳粛に描いてい

る ＊53。 しかし、 上清の 「洞天説」 は、 明らかに創唱宗教として論理的に高度

化されているため、 本物の洞府へ「 う っかり 入ってしま う 」 可能性と合理性を

あからさまに否定する。 つまり、「いわゆる洞天や神仙の宮殿は、 たとえよう

もなく霊妙で、 あれ こ れあげつら う こ ともで きなければ、 みだり にいい加減な

こ とを言 う こ ともできないのである」 ＊54。 陶弘景も同様の解釈を示している。

注48・ ・ ・ 『真詰』巻十二には、
禁保侯が 「種民 と な るべき
者を統括する こ とをつか さ
ど っ ている」とある。 『真詰』
巻十二 5b 「主領應為種民
者。」

注49 ・ ・ ・ 『真詰』 巻十三 l a

「度名 東華、簡刊上帝、不
隷鄭宮、不受制三官之府。 」

注 50• • • 同前 「仙之始也。」

注 5 1 • • •同前 「時入洞中。 」

注52 · · 詳 し く は、李豊榊
前掲論文の議論を参照。

注53…｛専飛嵐前掲論文。

注54 ・・・ 『真詰』 巻十一 7a
「所 謂洞天神宮、霊妙無方、
不可得而議、 不 可 得 而 岡
也。」

注55…同前 「得入華陽。」
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注56· · · 『真詰』 巻十二 の
定録君のお告げに 「旬曲有
五 門、 有 心立志、 清齋三
月、登尋此門、皆可即得、
得可入、但人 自不能齋尋之
耳」 (3b) とあるが、後文
には 「左慈初束、亦勤心数
拝橙震山五年許、乃得深進
内外東西宮耳」 (13a ~ b)
とある。 これに対 し、陶弘
景は 「前云三月便得進、典
此大殊。 恐以深進為異也」
( 13b) と述 べ て い る。 総
じて言えば、陶弘景の見解
は、 上清旬曲洞天の理論の
一般原則に合致する。

注57· · ·Schafer, op., cit., p. 
6. 
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それによると、 ただの洞窟に う っかり 入ってしま う ことはよくあるが、 たとえ

ば左慈のよ う に「華陽洞天に入れた」 ＊
55 とい う 話は、 これまでに聞いたこと

がない、 とい う ＊
56。 また、 『真詰』 では、 真人たちが 「華陽洞天」 への入り 方

を繰り 返し啓示しているが、 シェーファ ー氏が指摘しているよ う に ＊57、 二許

にとっても、 後世の求道者にとっても、 その入り 方は謎に包まれたままだった

と言 える。

以上の変化は、 宗教が宗教となるために必要なことだった。 ぅ っかり 洞天に

入ってしま う ことな どはあり 得ない。 堅い信仰心と、 苦しみや困難を顧みない

強い気持ちがなければ、 仙人になることはできない。 このよ う にして、 自 ら試

練を経て、 危険をものともせず、 たゆまず智慧を磨いて、 神秘の洞府への道を

発見し、 それによって劫のめ ぐり を超 えてゆくことが、 おのずと上清宗教の実

践上の碁本原則になっていった。 上清の 「洞天説」 を旧来の民間神話のモチー

フと混同することは、 そこに体現された創唱宗教の実践原則をなおざり にする

ことであり 、 明らかな誤り である。

上清道教の「旬曲洞天」 は、 独自の由来を持つものである が、 そ こ に取り込

まれた 「三十六洞天」 の説は、 後世さらに多様な展開を見せた。 しかし、 「旬

曲洞天」 の本質は、あ く まで初期創唱宗教による「至福千年主義」 の一形態だ、

とい う 点にある。 後世の道教が体系化した洞天福地説 と、 上清神仙道教におけ

る 「旬曲洞天」 とい う 特殊な構造とは、 大部分において一線を画すべきものな

のである。

4． 洞天説と宗教 宇宙論

近現代の道教研究は、 偶然にも一致して、「洞」 の観念および神仙道教の総

体的な 「洞天」観念を宗教宇宙論の範疇に入れている。 しかし、 このよ う な見

解には大きな問題がある。

いわゆる宇宙論 （cosmology) とは、 厳密に言 えば、 天地万物とり わけ私た

ちの住む世界を構成しているものに対する解釈と探求である。 古代 中国には、

わり と成熟した宇宙論があったが、 それらは天地の構成をモデル化して示した

ものである。 たとえ ば 蓋天説や渾天説、宣夜説な どである。 科学が未発達だっ

た時代、 宇宙についての探求は、 主に宗教神学の役割だった。 突き詰めて言え

ば、 科学と宗教の宇宙観は同 じ ものではないが、 何を対象とするか、 とい う 点

では一致している。 しかし、「洞」 および「洞天」 の観念は、 宇宙についての

解釈およびモデル作り ではない。 この点が問題なのである。

たしかに、 上清の「洞天説」 には、 「度災の府」の外面的なあり 方として、 「無

限の広がり を持ち、 かつ神仙と真人が統治する虚空世界」 とい う 意味が含まれ

ている。 そして、 このよ う な意味は、 後に拡張されてゆき、 「天地と聖山、 肉



体を融合した観念的な宇宙」となった。 しかし、 その宇宙は 「 宇宙論」で言う

と こ ろの宇宙ではない。 以下、 その理由を三つに分けて述べてゆ こ う。

第一に、 「洞天」 と いう空洞世界は、 宇宙についての解釈をモデル化した も

のではない、 というこ とが挙げられる。 山海の奥深くに 「洞天がある」という

想像は、 その洞天がからりと開けた空間 タ イ プだろうと、 四方 八 方に通 じる ト

ン ネ ル タ イ プだろうと、 いずれにせよ、 「山の高さ、 海の広さがわかるのは、

その姿があるからだ」 ＊58 というような直接観察にも と づくもの、あるいは 「鏡

の 世界」のモチーフを拡張 ＊59 したものであるに過ぎない。 それは決して天地

の構成原理を総体的に理解しようとするものではなかった。 たとえば、 『真皓』

は洞天内のようすを次のように描いている。

その内部には陰暉夜光と 日 精の根 と があって こ の空間内部を照らし、 その

明るさは 日 月 に匹敵する。 陰暉は夜を支配し、 日精は昼を支配し、 形は 日

月 のように円く、 小暗い空間の中を飛行している。 ＊60

しかし、 陶弘景の注によれば、 こ の 日 と 月 は、 「天の 日 月 が（ 陰陽の）精を

分け与えて照らしている」＊6 1 ものに過ぎない。 こ のように、上清道教の「洞天」

とは、 あくまで現実 世界の模擬構造であり、 決して経験の外にある 「宇宙」に

ついての解釈ではないのである。

後世の道教は、 洞天の持つ 「虚空 世界」 と いう意味を大きく発展させた。 杜

光庭の『洞天福地岳沼名山記序』 には次のようにある。

天地が開かれると、 清らかな気と濁った気に分かれ、 融けては川となり、

結ぼれては山となった。 天には星々が配され、 地には洞天が宿された。 い

ずれも偉大な聖人 ・ 真人がつかさどっている。 そこ には神々しくひっそり

とした宮府、 玉で作られた館、 黄金に輝く台がある。 あるいは気が結ぼれ

てできた、 雲を集めて作ったかりそめの建物があり、 あるいは玉のような

池、 美しい緑の沼からの流れが四隅に注ぎ、 あるいは宝石のような木々が

その上を覆うように広がっている。 そ こ は鳳凰やみずちが産まれ、 麒麟や

沢馬が棲む場所であり、 太陽と星々の通り道、 風と雨、 雲と雷の貯蔵庫、

そして天地をつな ぐ扉、 陰陽の回転軸でもある。 あるものは海の上にそび

え立ち、 ある も のは天中に開け、 ある ものは弱水に取り囲まれ、 ある もの

は大波によって隔てられ、 ある も のは 日 の光が届かぬ と こ ろ、 人跡未踏の

地にある。 こ れらはすべて真経と秘伝の書に記されている。 太史公は次の

ように言った。 「 こ の 世界のうちには、 名山が五 千あり、 そのうち五 岳を

山鎮とし、 十山を佐命 と する」と。 また『亀山玉経』 には次のようにある。

「大天のうちには三 十六の洞天があり、そ こ にはそれぞれの 日 月 星辰が宿っ

注 58··· 陶 弘 景 「 許 長 史
1B 館壇 碑」『 全 梁文』巻
四 十七 「山高海廣、 以其有
容。 」

注 59 ・ ・ ・ 「鏡の世界」 のモ
チーフは 、 古くは 『神仙伝』
の「 壺公」 の条には っ きり
と 見える。 東方世界特有の
「 ミ ク ロ世界」 のモチ ー フ
は 、こ のような 「大小の空
間が互いに 包含し 合って 逆
転する」 と いう観念に もと
づいて形成された。 いずれ

に せ よ 、 「壺天」 な どの ミ
ク ロ世界と経験世界の構造
とは、 ま っ たく同 じな の で

ある。

注60 ・ ・ ・『真詰』 巻十一6a
~ b 「其内有 陰暉夜光、 日
精之根、 照此空内、 明館 日
月 芙。 陰暉主夜、 日 精主書、

形如日月 之圃、 飛在玄空之
中。 」

注61••• 同前6b 「大天 日 月 、

分精照之。」

注62…『 洞天福地 岳漬名
山記序』 「乾坤既開、 清濁
箪分、 融為 江 河、 結為 山嶽、

或上配辰宿、 或下蔵洞天、

皆大聖上 員 主宰。 其事則有
震宮閾府、 玉宇金台、 或結
氣所成、 凝雲虚構、 或瑶池
翠沼、 流注 於四隅、 或珠樹
瑣林、 扶疎於其 上。 神 鳳飛
虫し之所産、 天隣澤馬之所棲。
或 日 取所 経 、 或星踵所 屈、
舎蔵風雨、 蘊蓄雲雷、 為天

地之 閣 檻、 為陰陽之機軸。
乍標華於海上 、 或迪疎於天
中 、 或弱水之所紫、 或洪 濤
之所 隔、 或日景所不照、人
跡所不及、 皆 員経 秘朋叙而
載焉。 太 史公云大荒之内、
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名 山五千、 其間五嶽作鎮、
十山為佐。 又亀山玉経云、
大天之内有洞天三十六、 別
有日月星辰、 震仙宮関、 主
御罪福、 典録死生、 有高員
所居、仙王所理。」 ( l a ~ b)

注 63 · · · 『 雲 笈 七 鍛 』 巻
二十七 「十大洞天者、 慮大
地名山之問 、 是上天遣群仙
統治之所。」 (2a) 『雲笈七
鍛』 中華書局点校本、 609
頁。
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ている。 そして神々の宮殿があ り 、 人々 の罪と福、 死と生をつかさ ど っ て

いる。 偉大な真人が住み、 神仙の王者が治める場所なのである」 と。 ＊62

(DZ559, 1 1 /55) 

また、 『雲笈七鍛』巻 二十七にも次のよ う にある。

十大洞天は、 地上の名山の間に点在している。 これは天が神仙 たちを遣わ

して統治 さ せている場所である。 ＊63

この一種の理論体系の う ち 、 「天地が開かれると、 清 らかな気と濁 っ た 気に

分かれ、 融けては川とな り 、 結ぼれては山とな っ た。 天には星々 が配され、 地

には洞天が宿さ れた」 という部分は、 「洞天」 生成についての解釈、「太陽と星々

の通 り 道、 風と雨、 雲と雷の貯蔵庫、 そして天地をつな ぐ扉、 陰陽の回転軸で

もある」 とい う 部分は、 「洞天」 の構造についての説明である。 また、 「人々の

罪と福、 死と生をつかさ どっている」 という部分は、 「洞天」 の働きを述べた

ものである。 このように、 ここには理論化への さまざまなこころみが見て取れ

るが、 それ ら は依然として「洞天」 とい う 特殊な世界を解釈するにと ど ま り 、 「洞

天」 が 「宇宙」 と同列に扱われていないことは明 らかである。 逆に、 この杜光

庭の体系では、 「 日 月 星辰、 風雲雷雨」 はあるにせよ、 「洞天」 はあく まで 「辰

宿一山岳一江河一 洞天」 という経験世界の秩序の一部に過ぎない。 なお、 彼が

まとめた体系か らは、 「度災の府」 という 「洞天」 の原始的意義が失われている。

三十六洞天と七十二福地は、 完全に神々 の系譜と序列を地理的な対応関係に落

とし込んだだけの ものへと変化し、 神々のパ ン テ オ ンの等級化と秩序化の背景

にな っ た。

第二に、 宗教宇宙論は、 以下のような基本要素を備えていなければな らない、

とい う ことが挙げ ら れる。 （ 1 ) 宇宙の起源 （創世） 、 （ 2 ) 宇宙の空間 · 時間

の構造、 （ 3 ) 宇宙の果てあるいは天界の構想。 上清系のい う洞天の内部は、

か ら り と開けていて、 も う一つの 日 月 があ り 、 神々 が往来し、 神仙と真人が統

治している。 その位置づけは、 仙界や天界に近く 、 茅山の地下にある冥府の世

界と対をなしている。 しかし、 ここで指摘しておきた いのは、 上清の「洞天」

は純粋な「天界」 概念ではない、 とい う ことである。 なぜな ら 、 道教の天界とは、

主に、 も っ と広く かつ「人の世」 とは絶対的に相反する「天上」 のことを言 う

か ら である。 具体的に見れば、「洞天」 のあ り 方は、 むしろ「仙洲海島」 に近い。

いずれ も現実の世界を模倣し、 かつ仙界の要素を備えているが、 ワ ンランク低

い仙界 （地仙や戸解仙の居場所） として位置づけ られている。 なお、 さきほ ど

も述べたように、 道教の 「天一五岳一 仙山洞府、 仙洲海島」 とい う 構造体系は、

じつは等級化 された複雑な神々 の系譜に応 じて作 られた も のであ り 、 理論的な



意味を持つ天界構造ではない。

第三に、 道教は南北朝時代に、 徐々にその宗教宇宙論を発展させていった こ

とが挙げられる。 彼らは、 道家哲学の一元生成論を受け継いだほか、 主にイ ン

ド仏教の宇宙論にもとづきながら、 みずからの宇宙観を形成 し た。 道教の宇宙

観には、 当初 「劫運」 の観念 しかなかったが、 その後す ぐに宇宙空間の構想が

立てられた。 たとえば、 『魏書』 「釈老志」 には、 「天地の間に三 十六天があり、

そのなかに三 十六宮がある。 宮にはそれぞれ一人の統治者がいる」＊
64 とある。

ほかにも、 古霊宝経の 「口 十 二天」 体系は、 宇宙論の方面でとりわ け新たな

機軸を打ち 出 し た ＊65。 なお、 初期の 「三 十六洞天」 は、 聖数体系という点で

は、 こ のような宗教宇宙論に近いが、 それは一種の比喩である可能性が高く、

「 三十六洞天」 が 「三 十六天」 や 「三 十二天」 と同質のものだという こ とには

ならない。 そもそも、 「洞」 は中国に古くからあった信仰である。 そ して、 「洞

天」 の観念は、 その 「洞」 に含まれる基本的メタファ ーをもとに作られたもの

である。 したがって、 それは決 して仏教の 「天界」 を模倣 して出来上がったも

のではない。

南朝期に成立 し たとされる 『元始上真衆仙記』には、 「真書」 と 「真記」＊
6

6

という二つの書物が引用されているが、 それらは道教の宇宙論を説く代表的な

文献の一つと見なす こ とができる ＊6
7。 なぜなら、 「真書」 と 「真記」 には、「創

世」 神話と しての意味合いと、 宇宙の成り立ち に関する説明があり、 かつ宇宙

の要素たる時間と空間の問題に対する解釈が示されているからである。 それら

の内容は、 盤古の開天神話と元気の観念、 陰陽の学説、 仏教の劫運理論、 古代

中国人の宇宙に関する想像と経験を総合 し たものであり ＊68、そのなかには 「山

岳の洞室」 についての言及も見える。

『真記』に次のように書いてある。 「玄都玉京の七宝山は、 周囲は九万里あ

り、 大羅天の上城のうえにある。 その七宝宮のなかには七宝台がある。 上

中下の三つの宮殿があるが、いずれも同じである。 宮城の一つの側面には、

二百四十もの門がある。 上宮は盤古真人と元始天王、 太元聖母、 中宮は太

上真人と金閥老君、 下宮は九天真皇、 三天真王によってそれぞれ治められ

ている。 玉京には 八 十一万もの天の道があり、 それぞれ 八十一万の山々の

洞室に通じている。 得道 した聖人たちには、 そ こ に宮殿と屋敷が与えられ

る。 いずれも七宝の宮殿である。 またあるものは五 岳、 あるものは名山

にあり、 山々の真人たち がそ こ に住み、 計 八十一万個所に及ぶ. , . . • • 。 」 *69

(DZ 166,3 /270) 

こ こ に説かれている洞室は、 「真人たち の住まいである」 という点を除いて、

『真諧』の「旬曲洞天」の基本内容とまったく合致 し ない。 そもそも、「真書」と 「真

注64 ・・・『魏書』「釈老志」「又
言、 二儀之 間有 三十六天、

中 有 三十六宮、 宮有 ー主。」

注 65··- lsa b elle Ro b inet, 
Ta o i s m :  Gr o w t h  of a 
Religion, Transl a ted b y  
Phyllis Broo ks, Stanfo rd 
University Press. 1 997 , pp. 
15 8-1 59. 干承文 氏に よる

と 、 古霊宝経の 一つ 『度人
経』 （『元始無量度人上 品妙
経』第一巻）に説 かれる 「大
梵隠語自然天書」は、「 イ
ン ド仏教の天界説を 参照す

る ことによ って 、 道 教の宇
宙世界に 新たな創造と豊か
さを 与え 、 …• •• 中古道 教の
宇宙論の 発展に 直接の影響
を 与えた」という （『敦煙
古霊宝経与晋唐道 教』 中華
書局 、 2002 年、73 5 頁）。

注66・ ・ ・ 『元始上真衆仙記』
の 年代に ついて は、 余嘉錫
『四庫提要繕証』（中華書局、
1980 年 ）、 柳存仁 「道 教
前 史二章」（『中華文 史論叢』
第五十一輯所載 、 上 海古籍
出版社、 1993 年） の 議論
を 参照。

注67 • • 柳存仁氏は、 『 元始
上真衆仙記』 は道 教の 『創
世紀』 だと し ている （柳存
仁前掲論文）。 また、 葛兆
光 氏は 、 そ こに 説 かれ た
神々の 系 譜には、 「古代中
国人の 宇宙の起源およ び太
極、 両儀、 天地人三オに関
する想像と 推論」が潜ん で
いる 、 と述べている （葛兆
光前掲書、 487 頁）。 なお、
饒宗 願「論道 教創世紀」（『道
家文化研究』第十六輯所載、

生活 • 読書 • 新知三聯書店、

1999 年） も参照の こと。
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注 68 ・ ・ ・ 葛 兆 光 前 掲 書、

487 頁。

注 69 - - · 『元始上真衆仙記』
4a ~ b 「 慎 記 曰 、 玄 都 玉

京七賣山、 週週九萬里、 在

大羅之上城上。 七賣宮宮内

七賓嚢、有上中下三宮如一、
宮城一面二百四十門 ・ … 上
宮是盤古員人元始天王太元
聖母所治、 中宮太上顔人金

閥老君所治、 下 宮 九 天 興

皇 三 天 員王所治。 玉 京 有
八十一萬天路、 通八十一萬
山嶽洞室。 夫以得道大聖衆、

鐘賜其宮第居宅、 皆七賣宮
闊 或在五嶽、 或在名 山。
山嶽群腱所居、 都有八十一

萬虐 ・ ・ ・ • •。 」

注 70 ・ ・ ・ 『元始上真衆仙記』

に は、 「 真 書 」 と 「 真 記 」
の引用以外に も若干の追加
説明があ り 、 そ こ では 「華
陽洞天」 の こ と が言及 され
て い る。 た と え ば、 「許穆
在華陽洞天、 立宅為員人」
や 「三茅為保命 ・ 定録 ・ 司
非監、 在華陽洞府、 治 （北）
〔此〕 居棲憩」 な ど である。
し か し 、 こ こ の 「華陽洞天」
は、 茅山の代名詞で あ る に
過ぎず、 『元始上真衆仙記』
はその意味内容について踏
み込んだ議論を展開 し て い
ない。
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記」 は 「二儀が分かれて」 宇宙が生成さ れ る と い う 理論を示 し、 ま た 天皇 と 地

皇、 人皇の系譜を具体的 に説 く も の で あ る 。 それ ら は、 古 く か ら あ る 「洞」 の

観念に も と づい て 形成 さ れた原始的な 「洞天」 説 と は、 ま っ た く 異な る も ので
あ る ＊700 

（原文 ： 中 国語 訳者 ： 巖瀬直記）

［訳者付記］ 原文は 、 趙益 「旬曲洞天 ： 公元四世紀上清道教的度災之府」 （『宗

教学研究』、 四川 大学道教与宗教文化研究所、 2007 年第 3 期） 、 後に趙益

『六朝隋唐道教文獣研究』 （鳳凰出版社、 20 1 2 年） に 収録。 本稿 は、 趙益

氏の許可の上、 後者に よ っ て訳出 し た 。




